
 

・
元
気
で
す
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
番
組
制
作

に
お
り
ま
す
。 

 

（
八
期 
河
村 

陽
子
）

 

・
Ｏ
Ｓ
Ｆ
男
声
と
合
唱
仲
間
と
の
男
声
ダ
ブ

ル
カ
ル
テ
ッ
ト
＋
α
（
ピ
ア
ノ
）
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｎ

Ｙ
Ｂ
Ｏ
Ｙ
Ｚ
で
唄
っ
て
い
ま
す
。
後
者
は
デ

ユ
ー
ク
エ
イ
セ
ス
の
日
本
の
唄
シ
リ
ー
ズ
の

カ
バ
ー
（
編
曲
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
）
。
二
月
五
日

の
横
浜
コ
ー
ラ
ル
フ
ェ
ス
ト
「み
な
と
み
ら
い
小
ホ

ー
ル
」
に
出
演
し
ま
す
。
（
八
期 

塚
越 

敏
雄
） 

・
引
続
き
元
気
で
東
京
家
裁
通
い
を
し
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 

（
九
期 

淺
野 

光
洋
） 

・
色
々
ガ
タ
が
き
て
い
ま
す
が
現
役
で
学
生

指
導
や
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

（
九
期 

市
川 

熹
） 

・
昨
年
一
〇
月
三
一
日
楽
友
三
田
会
・
Ｏ
Ｓ
Ｆ
男

声
合
唱
団
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
き
ま

し
た
。
全
員
六
五
歳
以
上
と
い
う
こ
と
で
す

が
、
皆
若
々
し
く
素
晴
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。

賛
助
出
演
の
女
性
コ
ー
ラ
ス
は
全
員
六
五
歳
未

満
（
自
称
？
）
で
す
が
、
皆
ま
だ
ま
だ
美
し
く
青

春
時
代
？
の
再
現
で
し
た
。
今
年
七
月
二
日
オ

ー
ル
楽
友
会
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
今
か

ら
楽
し
み
で
す
。  

 
 

（九
期 

須
藤 

武
美
） 

・
地
元
の
二
つ
の
男
声
合
唱
団
に
入
り
ま
し

た
。
平
均
年
齢
は
七
一
歳
と
六
二
歳
位
。
で

も
声
は
と
て
も
若
い
。 

（
九
期 

大
森 

拓
） 

・
パ
リ
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院
に
て
「
フ
ォ
ー
レ

レ
ク
イ
エ
ム
」
を
歌
っ
て
い
る
た
め
欠
席
。
初

演
の
所
と
い
わ
れ
る
由
緒
あ
る
教
会
で
す
。

昨
年
は
、
モ
ツ
レ
ク
を
四
回
歌
い
ま
し
た
（
生

涯
一
〇
回
目
）。 

 

（
十
期 

滝
沢
伸
光
） 

・
昨
年
も
定
演
に
出
演
で
き
ま
し
た
。 

第
二
〇
回
ま
で
は
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
二
期

川
島

修
）

・
武
晴
は
Ｏ
Ｓ
Ｆ
合
唱
団
で
、
秀
子
は
楽
友

三
田
会
合
唱
団
で
歌
い
、
二
人
で
ゴ
ル
フ
や
、

孫
た
ち
と
旅
行
な
ど
。
（
一
期 

筑
紫 

武
晴
） 

1 期 橋本 曜,筑紫 武晴 2 期 宮代 進五,川島 修 3 期 佐々木 高,小高根 正義,菅野 友一 

4 期 石井 孔子(神谷),筑紫 秀子(加藤),鈴木 喜子(土屋),小笹 和彦    

5 期 小笠原 禮子(前田),小谷 美穂子(手島),山口 順子(西田),岩松 美奈子(為国),成願 久美子(白土), 

 中濱 信生,冨田 又嗣,寺田 厚,斎藤 成八郎,谷口 澄男     

6 期 下村 延久,島田 孝克,石塚 隆男,飯田 武昭 7 期 河北 美代子(浅野),三戸 義昭,遠藤 琢雄,野本 陽一,長谷 光男

8期 峰岸 篤子(門野),濱岡 啓子(林),片柴 知子(村田),戸張 勁,田中 久夫,舟山 幸夫,豊岡 守紀 

9 期 寺本 満喜子(鳩山),小川 晴子(荒井),川上 眞澄(森村),粟根 潤子(伊地山),赤見 紘子(田尻),三宅 健一, 

 三澤 隆久,中濱 鐵志,丹羽 達士,土井 章男,小原 彰介,山内 彦太,山本 清一,市村 正明,永井 大二郎, 

 渡辺 紀和,若山 邦紘,長部 正,須藤 武美      

10 期 又平 洋子(辻),富樫 俊子(根岸),木村 八重子,森脇 惠子(福室),石橋 由紀(小嶋),室伏 堯夫,富樫 長昭,市川 昭 

11 期 永井 紀子(伊藤),若山 瑞枝(飯島),伴 博資,太田 武,永井 潔,池田 進,池田 龍亮,藤原 隆義 

12 期 久保 美恵子,土肥 瑛子(吉澤),大石 博國,大竹 虎彦,末続 靖,清水 康昭   

13 期 岩崎 満里子(倉橋),池田 淑子(金谷),淺海 榮子(町村),淺海 直之,立野 年城  

14 期 三門 房子(稲岡),冨田 陽子,工藤 光世(藤巻),矢島 和子(及川),工藤 勝史,日髙 好男 

15 期 下田 崇子(松田),佐藤 淳子(久木田),平岩 政子(河村),日髙 啓子(宮川),椿 博子(加藤), 

 福井 美穂子(蒔田),金行 陽子(金澤),三門 康男,中小路 修,井上 雅雄,川村 和男,川西 万季,斎藤 栄造, 

 池田 一雄,深澤 彰彦,筒井 博史,角谷 哲朗      

16 期 佐良土 美恵子(鈴木),岡田 加代子(長谷川),佐良土 雅文 17 期 小川 充子(柏瀬),井上 幸治,竹中 一夫 

18 期 草野 千代子(南部) 19 期 山本 順子(林),毛利 庸子(尾岸),鈴木 好二 

20 期 安室 順子(本庄),林 満枝(神山),阪本 操(朴),市田 正英,田中 博    

23 期 吉川 敦子,藤井 久美子(国田),萩原 秀幸,谷口 明彦     

24 期 北原 幸子,松島 みどり,山本 一吉,浮橋 敬一,深井 剛良,田村 昇三   

25 期 小林 美奈子(乾川),川端 陽子(白井),杉山 良子(五藤),浮橋 美智子(鈴木),小沼 孝夫,小野寺 文敏, 

 川端 得市,徳田 豊昭,鈴木 淑博      

26 期 山根 弓子(橋本),徳田 智子(木村),成瀬 安希子(菊池),清野 美由紀(島田),熊谷 尚子(徳永),藤田 克己,阿波田 尚 

27 期 宇都宮 日美(佐藤),鈴木 美鶴(南),辻井 渉  29 期 亀井 淳一 

30 期 酒寄 由子(高木),天ヶ瀬 圭三,平鹿 一久 32 期 小西 みはる(片野) 33 期 野村 秀樹 

34 期 平田 佐久子,早川 聖子(柳瀬),市川 卓広,海野 英俊     

35 期 北明 美穂(左近司),木村 直子(杉原),望月 次郎,鈴木 淳 36 期 宮崎 美香,小原 朋子(粟根),諏訪 久美(土屋) 

44 期 長崎 亮 46 期 高橋 航 48 期 廣田 朋紀  

53 期 田代 真実(亀谷),笠原 和治 54 期 濱野 智子,石丸 亜美,林 貴司  

55 期 成畑 あすか,林出 奈美子,清野 紗英子,渡邊 結子,石鍋 麻里菜,奥田 晋,寺内 修也,山口 貴志,渡邉 智史,齋藤 彬 

出席予定者一覧（２０１１年１月１４日現在）
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集
三
十
五
期



 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
趣
味
、
そ
の
上
孫
と
・
・

毎
日
忙
し
く
楽
し
く
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。 

（
十
一
期 

半
田 

節
子
） 

・
米
国
勤
務
十
八
年
の
中
で
音
信
不
通
と
な
り

ま
し
た
が
、
今
回
楽
友
三
田
会
に
復
帰
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
名
古
屋
の

男
声
合
唱
団
（
グ
ラ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク
）
で
歌

っ
て
い
ま
す
。 

 

（
十
二
期 
天
野 

浩
） 

・
新
潟
在
住
四
年
半
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
は

初
め
て
新
年
会
に
出
席
し
、
大
変
楽
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
所
用
で
欠
席
せ
ざ
る
を
得
ず
、

残
念
で
す
。 

 

（
十
四
期 

武
中 

秋
一
） 

・
Ｍ
Ｍ
Ｃ
で
毎
週
土
曜
日
に
歌
っ
て
い
る
他
に
オ

ペ
ラ
ア
リ
ア
の
ク
ラ
ス
に
通
い
、
そ
し
て
女
子
高

楽
友
会
時
代
の
三
人
で
ト
リ
オ
「
シ
ワ
・
シ
ワ
・

シ
ス
タ
ー
ズ
（
仮
称
）
」
を
結
成
。
歌
ま
た
歌
に

充
た
さ
れ
た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。 

（十
六
期 

田
村 

晴
美
） 

・
町
内
会
有
志
の
男
性
コ
ー
ラ
ス
を
や
っ
て

い
ま
す
。
な
か
な
か
、
皆
さ
ん
の
よ
う
に
上

手
に
は
歌
え
ま
せ
ん
が
、
男
声
合
唱
は
貴
重

な
存
在
な
の
で
か
ろ
う
じ
て
・
・
。 

 

（
十
六
期 

吉
田 

淳
一
）
・ 

・
リ
タ
イ
ヤ
後
か
ら
、
油
絵
を
描
き
始
め
ま

し
た
。 

 
 
 

（
十
六
期 

飯
島 

正
美
） 

・
老
々
介
護
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。
皆
様
の

ご
活
躍
と
ご
健
勝
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。 

（
十
七
期 

高
岸 

一
博
） 

 
楽
友
三
田
会
新
年
会 

芝
パ
ー
ク
ホ
テ
ル 

皆様からのお便り 

どど
うう
ぞぞ
おお
持持
ちち
帰帰
りり
くく
だだ
ささ
いい  

・ピ
ア
ノ
と
エ
ッ
セ
イ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。 

二
月
に
は
市
内
の
市
民
会
館
で
、
東
海
ラ
ジ
オ

の
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
が
私
の
エ
ッ
セ
イ
を
朗

読
し
て
下
さ
り
、
後
ろ
で
私
が
Ｂ
Ｇ
Ｍ
を
弾
か

せ
て
頂
け
ま
す
。
二
つ
の
趣
味
が
同
時
に
で
き

て
、
楽
し
み
で
す
。  

（十
九
期 

望
月 

裕
子
）

・
今
年
孫
が
二
人
に
な
り
ま
し
た
。
二
人
と

も
女
の
子
で
健
や
か
に
か
わ
い
ら
し
く
歌
が

す
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
今
で
も
長
女

（
二
歳
）
の
方
は
歌
が
大
好
き
で
歌
い
な
が

ら
ダ
ン
ス
す
る
の
が
と
っ
て
も
か
わ
い
い
で

す
。 

 
 
 

（
二
十
一
期 

中
村 

茂
子
）

・
十
二
月
七
日
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
、
私
の

職
場
を
訪
問
さ
れ
、
生
涯
の
記
念
と
な
り
ま
し

た
！ 

 
 
 
（
二
十
一
期 

間
島 

義
高
）

・
十
月
に
娘
が
結
婚
し
ま
し
た
。
準
備
で
忙

し
く
し
て
い
た
の
で
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。

（
二
十
三
期 
藤
井 
久
美
子
）

・
昨
年
四
月
に
シ
ド
ニ
ー
か
ら
札
幌
に
異
動
し

引
き
続
き
単
身
赴
任
生
活
を
し
て
い
ま
す
。 

（二
十
六
期 

藤
田 

克
己
）

・
単
身
赴
任
先
の
富
士
市
で
、
十
月
に
ヨ
ハ
ネ
受

難
曲
を
歌
う
予
定
で
す
。
テ
ノ
ー
ル
４
名
で
苦

労
し
て
い
ま
す
。
近
く
に
お
住
ま
い
の
方
、
ぜ
ひ

応
援
し
て
く
だ
さ
い
。 

（二
十
七
期 

山
崎 

昭
雄
）

 

 
・
関
西
暮
ら
し
も
約
十
年
。
二
児
の
育
児
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
四
月
か
ら
、
下
の
子
も

入
園
。
う
れ
し
い
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
寂
し

い
よ
う
な
。
（
四
十
二
期 

伊
藤 

智
子
） 

・
残
り
少
な
く
な
っ
た
育
児
休
業
期
間
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。
四
月
か
ら
職
場
復
帰
の
予

定
で
す
。 

 

（
四
十
二
期 

遠
山 

智
子
） 

・
今
年
二
月
末
に
第
一
子
誕
生
予
定
。 

（
四
十
三
期 

松
崎 

豊
） 

・
今
年
、
第
二
子
が
誕
生
予
定
で
す
。 

 

今
か
ら
待
ち
遠
し
い
で
す
。 

（
四
十
六
期 

大
髭 

義
隆
） 

・
昨
秋
、
親
会
社
へ
の
転
籍
や
引
越
、
結
婚

な
ど
生
活
上
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
五
十
期 

河
野 

宏
行
） 

・
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で
我
が
３
年
Ｂ
組

が
最
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
も
い
い
思
い
出
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。  

 
 

（五
十
三
期 

五
十
嵐 

辰
博
） 

・
会
社
内
で
約
二
〇
期
？
上
の
楽
友
の
先
輩
に

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
ゴ
ス
ペ
ル
を

歌
っ
て
い
ま
す
。
（五
十
三
期 

山
野
井 

友
紀
） 

・
首
都
大
学
東
京
の
法
科
大
学
院
２
年
次
に
在

籍
し
て
お
り
ま
す
。 

（五
十
三
期 

金
田 

奈
央
美
） 

・
現
在
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
駐
在
中
。 

（三
十
期 

佐
治 

悦
子
） 

・洋
楽
の
歌
声
喫
茶
を
月
イ
チ
で
始
め
ま
し

た
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
ど
を
み
ん
な
で
楽
し
く

歌
っ
て
い
ま
す
。
（三
十
二
期 

河
合 

潤
子
） 

・
昨
夏
、
人
間
ド
ッ
ク
で
病
気
が
見
つ
か
り
、

同
期
の
加
藤
ゴ
ッ
ド
ハ
ン
ド
眞
也
先
生
に

手
術
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
楽
友
会
で
彼

に
出
会
え
た
幸
運
を
、
日
々
神
様
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。 

（
三
十
二
期 

藤
本 

範
子
）

・業
務
多
忙
の
た
め
、
平
日
は
ヘ
ロ
ヘ
ロ
状
態
で

す
・・。  

 

（三
十
四
期 

奈
良
井 

治
彦
） 

・
昨
年
三
月
に
二
人
目
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

（
三
十
五
期 

佐
々
木 

英
彦
） 

・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
七
回
目
の
正
月
を
迎
え
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
な
ん
と
か
や
っ
て
お
り

ま
す
。  

 
 
 
 

（三
十
五
期 

関 

雄
太
） 

・
絵
を
描
い
て
い
て
、
昨
年
は
銀
座
で
個
展
を

し
ま
し
た
。
来
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（三
十
六
期 

山
本 

恭
子
） 

・勤
務
地
が
大
阪
梅
田
と
な
り
早
一
年
が
経

過
。
休
日
は
京
都
や
奈
良
と
い
っ
た
古
都
散

策
や
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
家
族
で
遊
ぶ
な
ど
公
私
と
も

充
実
し
て
い
ま
す
。 

（三
十
六
期 

大
久
保 

嘉
太
郎
） 

 


